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我
等
が
胸
の
中
に
屹
立
す
る
も
の
あ
り
　
阿
部
俊
子
先
生
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
学
習
院
女
子
短
期
大
学
人
文
学
科
専
任
教
授
の
職
を
定
め
に
よ
っ
て
退
か
れ
る
。
こ
の
日
の
来
た
ら
ん
こ
と
、
予
て
の
覚
悟
な
り
し
も
、
現
前
、
そ
の
時
に
際
し
、
核
幼
慈
母
が
膝
下
を
離
る
る
如
く
、
惑
乱
と
惜
別
の
情
に
堪
へ
ず
。
　
吾
人
が
国
文
学
専
攻
、
昭
和
庚
寅
の
年
に
創
設
さ
る
。
爾
来
、
四
半
世
紀
を
超
え
る
星
霜
を
閲
し
た
り
。
該
国
文
学
専
攻
草
創
以
来
教
鞭
を
執
り
て
、
そ
が
歴
史
を
一
身
に
具
現
さ
れ
、
そ
が
発
展
に
粉
身
せ
ら
れ
た
る
は
阿
部
俊
子
先
生
唯
一
人
に
止
ま
る
。
然
る
間
、
こ
の
学
窓
に
来
り
、
去
る
者
、
数
千
、
全
て
先
生
の
駝
蕩
に
し
て
峻
烈
た
る
薫
陶
下
に
心
安
ん
じ
て
学
び
、
職
務
を
尽
す
こ
と
を
得
た
り
。
今
、
先
生
、
去
ら
れ
ん
と
す
。
命
な
る
哉
、
時
な
る
哉
。
闇
夜
に
灯
火
を
失
ひ
、
荒
天
に
翼
を
奪
は
る
る
の
思
ひ
往
還
す
。
　
阿
部
俊
子
先
生
、
師
た
る
、
学
者
た
る
、
妻
た
る
、
母
た
る
、
全
て
一
流
を
超
え
て
完
全
た
り
き
。
先
生
が
存
在
こ
そ
、
悉
皆
、
学
習
院
伝
統
の
女
子
教
育
の
精
粋
な
り
し
か
、
理
想
像
な
り
し
か
。
そ
が
理
想
の
姿
、
先
生
の
去
ら
れ
し
の
ち
も
、
我
等
個
々
人
の
胸
中
に
久
遠
不
尽
た
る
べ
し
。
　
我
等
が
胸
の
中
に
屹
立
す
る
も
の
あ
り
。
そ
に
導
か
れ
、
そ
に
励
ま
さ
れ
、
我
等
後
進
こ
ぞ
り
て
、
当
該
国
文
学
専
攻
の
今
後
の
発
展
に
力
を
致
し
、
身
を
砕
か
ん
こ
と
を
誓
ふ
の
み
。
　
流
涕
し
て
先
生
の
多
年
の
薫
育
に
謝
し
、
低
頭
し
て
弥
栄
と
御
多
幸
を
祈
念
す
る
こ
と
、
切
切
た
り
。
　
　
昭
和
戊
午
戸
山
ケ
原
に
桜
花
咲
ふ
日
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